










氏名・(本籍) 桜 井 久ひさ 之(
学位の種類 理 寸A比A 博 士
学位記番号 第 264 4 号
学位授与の日付 昭和 47 年 9 月 16 日












Bucherer 法または Str ecker 法により、 DL ー α (5 -イミダゾリル)グリシン、 DL-α­
( 4 ーピラゾリ/レ)グリシン、 DL-α ( 3- ピリジノレ)グリシン、 3 アミノ -1 メチルピロ



















即ち、ペニシリンの 3 位のカルボキシル基を非金属元素の混合酸無水物の形で保護し、 -400C 前後
の低温を用い、不安定な β ーラクタム環の開裂を抑えながら、 6 位の酸アミド結合をイミノクロリド









フ氏塩基を種々合成し、 N 、 N ジ置換-β-ケト酸アミド類が最も勝れていることを見い出した。
即ち、これらの保護基は、その脱着にアミノ酸のラセミ化を伴わず、又、除去条件も pH2.5-3.0 
と言う極めて温和な条件でよいため分子内の不安定な β ーラクタム環の開裂を起きず、しかも高収率
で目的物を得られることは、アンピシリン製造の工業化及びペプチド合成にとって貴重な知見を得た
ものである。
なお、複素環アミノ酸としてはイミダゾール核、ピラゾール核、ピリジン核、ピロリジン核、ピペ
リジン核等をもっアミノ酸数種をも合成し、 6-APA と縮合して新規ペニシリン数種を作ったが効
力としてはアンピシリンと同等または、それ以下であった。
以上、桜井君の研究は複素環アミノ酸、特に 6 ーアミノペニシラン酸、アンピシリン等分子内に不
安定な β- ラクタム環をもっペニシリンの化学の分野で困難な研究を行い、国外からも高く評価きれ
ている業績で関連分野に寄与するところが大きく、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認
められる。
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